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ヵンフ゜ールの

ビジネス ． グルーフ゜
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は じ め に

ここでカンプールのビジネス・グループというのは，

必ずしもカンプール出身のそれという意味ではなく，

ンフ゜ー・ルをその事業の本拠地とするものという程殷のこ

とである。したがってのちにみるように，カンプールに

来（主したイギリス人によって創始されたもの，インドの

他の地城からカンプールに移住した者によって確立され

たもの，あるいはまたカンプールをその出生の地とする

家族によって迎営されているものを含む。また， ビジネ

ス・グループというのは，ここでは経営代理会社を通じ

てか，または直接経営を通じてか，いくつかの会社を支

配している会社または家族というぐらいの意味である。

この揺味でカンプールのピジネス・グループをあげる

と，まず第 1に， Juggilal Kamlapat Organisation（通

称 J.K. Groupまたは SinghaniaGroup)，ついで Bri・

tish India Corporation（通称 13.I. C. Group)がある。

ついでそれより小さいものでは JaipuriaGroup（また

は SwadeshiGroup), Si1・ J.P. Srivastava Group, Be-

harilal Ramcharan Group（通称B.R. Group)が続き，

それらよりさらに小さいものでは， BaglaGroup, Singh 

Groupなどが続く。

ここでは，入手しえた貸料の制限により， ;jij5者につ

いて，その起源および茄）設のあらましを述べることにし

たい。

カ

中央取締役会メンバー： SirPadampat Singhania 

(President), I<uilashpat Singhania, Lakshmipat 

Singhania, S. M. Bashir, Sohan Lal Singhania, 

Parshottam Das Singhania, Gopal Krishna Singh-

ania, Hari Shankar Singhania, Hemanpat Singh• 

ania, Gaur Hari Singhania, Govind 1-Iari Singhania, 

Bharat Hari Singhania, Vijaypat Singhania, Shripat 

Singlmnia, Ajaypat Singhania 

(1) 綿紡織

(a) Juggilal Kamlapat Cotton Spinning and Weaving 

Mills, Co., Llcl. 

設立 年： 1922 

所在地：カンプール

代表取締役： SirPadampat Singhania 

授権資本金： Rs.50,000,000 

払込佼本金： Rs.7,400,000 

紡錘 数： 45,700

織機 数： 1,000

子会 社： J.K. Rayon 

(b) New Kaiscr-i-Hin<l Spinning and Weaving Co., 

Ltd. 

設 立 年 ： 1901 

所在地：ボンペイ

代表取締役： KailashpatSinghania 

授権演本金： Rs.10,000,000 

払込貸本金： Rs.6,000,000 

紡 錘 数 ： 54,052

織機 数： 1,211

(c) J. K. Manufacturers Lt<l. 

ー カンプールのビジネス・グループの現況

故初に J.K. Organisation, B. I. C. 

Group, Srivastava Groupおよび B.R. Groupのそれぞ

れの現在の支配会社の名称，その炭本金額およびその他

若干の項目について一覧するとつぎのとおりである。

Group, Jaipuria 

1. J. K. ORGANISATION. 

本部： KamlaTower, Kanpur. 

設立年： 1933 

所在地：カンプール

代表取締役： SobanLal Singhania 

経営代理会社： ］． K. Commercial Corporation, Ltd. 

授権浴本金： Rs.5,000,000 

払込衰本金： Rs.2,432,000 

紡錘数：祁，100

織 機数 ： 70

(cl) Muir Mills Co., Ltd. 

設 立年 ： 1874

所在地：カンプール

代表取締役： ParshottamDas Singhania 

経営代理会社： J.K. Commercial Corporation, Ltd. 

授権炭本金： Rs.6,000,000 
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払込炭本金： Rs.6,000,0UU 

紡錘数： 70,000

織機数： 1,7~1

(2) 化学繊維

(a) J. K. Synthetic::; Ltc.l. 

設立 年； 1943

所在地：コク，ラージャスクン

代表取締役： GopalKrishml Singhania 

授権液木金： Rs.50,000,()(){J 

払込演本金： Rs.12,500,000 

（以前は J.K. Investment Trust Ltd.と祢して，ゾJ

ンブールに木部を骰いて，金除，投汽活勅を行なっ

ていたが， i殷染金融に転じ，経営代埋菜，販ッじ代狸

染を営むようになったも (/)0 Kolaの化繊エ湯がこ

の会社によって設立された蚊fJ)(/）も(/)である心

(b) J. K. Rayon. 

設立年： 1959 

所在地：カンプール

(J. K. Collon Spinning and Weaving Co., Ltd. r/) 

:f・会社である心

(3) 毛紡織

(a) Raymond Woollen Mills Lt<l. 

設立年： 1925 

所在地：ポンペイ

代表取締役： Kail邸 hpatSinghania 

経営代理会社： J.K. (Bombay) Private Ltd. 

授権演本金： Rs.15,000,000 

払込液本金： Rs.10,000,00Q 

(-1) ジュート

(a) Juggilal Kamlapat Jute Mills Co., Ltd. 

波立年： H>31

所在地：カンプール

代表取締役： SirPaclampat Singhania 

授権液木金： Rs.12,500,lX)() 

払込資本金： Rs.5,875,000 

紡錘数： 12,426

織機数： 520

{b) Ganges Manufacturing Co., Lt<l. 

設立年： 1916

所在地：カルカック

代表取締役：LakshmipatSinghania 

授権浚本金： Rs.15,000,000 

払込資本金： Rs.9,032,100 
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紡 錘 致 ： 33,954

織 機数 ： 1,709

経営代理会社： J.K. ln<lustries Privulc Ltd. 

(5) 金屈・機械

(a) Aluminium Coq)0ration of India Ltd. 

設 立年 ： 1937

所在地：ジェイケイナガル，ウエスト・ベンガ

ル

代表取締役： SirI畑 lampatSinghania 

経営代理会社： J.K. Industries Private Ltc.l. 

授権狩本金： Rs.50,000,000 

払込衰本金： Rs.13,375,000 

(h) J. K. Steel Ltd. 

設立 年： 1953 

所在地：フーグリー，ウエスト・ベンガル

代表取締役： LakshmiputSinghania 

経営代理会社： J.K. Industries Privc.1lc Ltd. 

授権資本金： Rs.15,()O{l,000 

払込資木金： Rs.5,000,000 

(c) J. K. Business Machines Ltd. 

設立 年： 1946 

所在地：カルカック

代表取締役； 1—luri Shankar Singhaniu 

授権貸本金： Rs.7,()()0，000 

払込貸本金： Rs.l, 187,000 

(18凶年に設立されて以米，翰II}入渫を常んでいた

Blackwood Bryson ~nd Co., Ltd.を1946年に J.K. 

Orguni泣 tionが買い］収り，ポークプル・クイプライ

クー，綱製事務）Il.jし等の製造に当たっている．，）

(d) Juggilal Kamlapat Iron & Steel Co., Ltd. 

設ゞf.. 年： 1934 

所在地：カンプール

代表取締役： S.M. Bashir 

(c) J. I<. Engineer's Files Ll<l. 

所在地：クーナ，マハラーシトラ

(6) 製紙

(a) Straw Proclucts Ltd. 

設立年： 1938

所在地：ボーバル，マディヤ・ブラデシ

代表取締役： SirPadampat Singlmnia 

経営代理会社： J.K. Paper Mill Agents Private Ltd, 

授権資本金： Rs.50,000,000 

払込資本金： Rs.21,498,510 
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(b) J. K Paper Mills. 

設 立年： 1959

所在地：ジェイケイナガル，オリッサ

(7) 化学製品

(a) J. K. Chemicals I.tel. 

設立年： 1947 

所在地：ボンペイ

代表取締役： KailashpatSinghania 

授権咬本金： Rs.10,000,000 

払込衰本金： Rs.6,500,000 

(b) Ayurvedic ancl Unani Mcclicincs Ltd. 

所 在地：カンプー ル

(8) プラスティック

(a) Plastic Products I.tel. 

設立年： 19昭

所在地：カンフ゜ール

(!!}途料

(a) Hoyle's Paints Ltcl. 

設立年： 1923

所在地：カルカッ タ

代表取締役： HariShankar Singhania 

経裳代理会社： ］． K. Industries Private Ltd. 

授権毀本金： Rs.5,000,000 

払込資本金： Rs.1,000,000 

(b) J. K. Paints Works. 

(10 食品，油，石けん，および製氷

(a) ]. K. Oil Mills, Co., Ltd. 

設立年： 1921

所在地：カンプール

代表取締役： ParshottamDas Singhania 

授権資本金： Rs.2,000,000 

払込狡本金： Rs.500,000 

(h) Motilal Padampat Sugar Mills Co., Private Ltcl. 

設立年： 1933

所在地：カンプール

代表取締役： MahabirPrasad Jhunjhunwala 

授権災本金： Rs.7,500,000 

払込災木金： Rs.2,200,000 

(Ii) 輸Ill入，商業，および金融

(a) J. K. Commercial Corporation Ltd. 

設立年： 1943

所在地：カンプール

代表取締役： ParshottamDas Singhanin 

授権沢本金： Rs.10,000,000 

払込沢本金： Rs.2,080,500 

(J. I<. Cotton Spinning and W邸 vingMills Co., 

Ltd., Muir Mills Co., Ltcl.の経常代哩会社。）

(h) Nnv Bhnrat Vanijya Ltcl. 

設 立 年 ： 1945 

所在地：カルカッタ

代表取締役： LakshmipatSinghania 

授権夜本金： Rs.7,500,000 

払込沢木金： Rs.2,500,000 

(c) Juggilal Kamlapat Properties Ltcl. 

設 立年 ： 1941

所在地：カルカッタ

代表取締役： HariShonkar Singhnnia 

授権喪本金： Rs.800,000 

払込汽木金： Rs.500,000 

(cl) J. K. Traders Ltd., Knnpur. 

(e) J. K. Distributors Private Ltd., Kanpur. 

(f) Impex (India) Ltd., Bombay. 

(g) J. K. (Bombay) Private Ltd. 

(h) J. K Investors (Bombay) Ltd., Bombay. 

(i) Western India Shares Corporation Lt~l., Born-

bay. 

(j),Tuggi¥al Kamlnpat, Calcutta. 

(k) J. K. Ltcl., Calct1ttn. 

(I) J. K. Industries private Ltd., Calcutta. 

(m) Juggilal Kamlapat (Agency) Private Ltd., Cal-

cutta. 

(n) Bengal & Assam Investors Ltd., Calcutta. 

(o) J. K. Alloys Ltcl., Calcutta. 

(p) J. K. (Bhopal) Ltd., Bhopal. 

(q) J. K. Pa四 Agents(Private) Ltd., Bhopal. 

(r) J. I<. Properties Ltd., Naini Tai. 

(l3 銀行・保険

(a) Jugμ;i¥al Kamlapnl, Kanpur. 

(b) Hindustan Commercial Bank Ltd. 

設立 年： 1943

所在地：カンプール

代表取締役： SirPaclampal Singhania 

授権資本金： Rs.50,000,000 

払込究本金： Rs.12,500,000 

(c) National lnsurance Co., Lld. 

設 立 年 ： 1906 
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所在地：カル カ ッ ク

代表取締役： LakshmipatSinghania 

授権衰本金： Rs.10,000,000 

払込沢木金： Rs.2;MO,OOO 

2. BRITISH INDIA CORPORATION. 

木部： SutherlandHouse, Civil Line.c;, Kanpur. 

取締役会メンバー： SatishChandra, B. P. Bajoria, 

K.N. Mookerjee, D. P. Goenka, Lt.-Col. Maham• 

jkumar, Dr. Vijaya Anand of Vizianagaram, Be-

narcs, S. B. Bose. 

授椎資木金： Rs.62,500,000 

払込汽本金： Re;.40,600,000 

(1) Branches Division 

(a) Cawnporc Woollen Mills.Branch. 

設立年： 1876

所在地：カンフ゜ール

紡錘数： 16,008

織機数： 304

(h) New Egerton Woolle:1 Mills 

設 立年： 1822 

所、在地：ダハリワール，パンジャープ

紡錘数： 16,260

織機数： 98

(c) Cooper Allen & Co. 

設立年： 1880

(cl) North-Vlest Tannery Co. 

設立年： 1897

(2) Begg, Sutherland Division. 

(a) Elgin Mills Co., Ltd. 

波立年： 1864

所在地：カンプール

代表取締役： SalishChanclm 

授権焚本金： Rs.10,000,000 

払込衷木金： Rs.7,820,000 

紡錘数： MillNo. 1: 54,9印

Mill No. 2 : 47,010 

織 機数： MillNo. 1: 1,19/f 

Mill No. 2: 972 

子会社： CalicoProcessors Ltcl., Bomhay. 

(b) Cawnpore Textil邸 Ltcl.

波．、T. 年： 1920

所在地：カンフ゜ール

JOO 

代表取締役： SatishChandra 

授権夜本金： Rs.3,000,000 

払込衰本金： Rs.3,000,000 

紡 錘数 ： 27,624

織機数：邸4

(c) Cawnpore Sugar Works Ltd. 

設 立年 ： 1894 

所在地：カンプール

代表取締役： SatishChandra 

授権没本金： Rs.5,000,000 

払込贅本金： Rs.'1,000,000

工 場： 1［I平均砂糖キビ圧搾欣

(i) マルホウラ．サラン・ディス］、リクト．ビハ

ール 930卜．ン

(ii) ガウリ・バザール．デオリア・ディストリク

ト， u,P， 763トン

(iii) パドラウナ， ’’ 
1,048トン

(iv) カトクイヤン， ＂ 
650トン

(cl) Champarun Sugar Co., Llcl. 

設立 年： 1905

所在地：カンフ゜ール

代表取締役： SatishChandra 

授権賓木金： Rs.5,000,000 

払込炭本金： Rs.1,800,000 

工楊： 11:1 平均砂梱キビ）王搾••欣

(1) パラー・チャキア， ビハール 932トン

(2) チャンパティア， ビハール 870トン

(e) Saran Engineering Co., Ltd. 

設 立年 ： 1919 

所在池：カンプール

代表取締役： SatishChandra 

授権資本金： Rs.1,000,000 

払込沢本金： Rs.(100,000 

(f) Brush ware I.tel. 

設立 年： 1885

所在地：カンプール

代表取締役： KM.Wilcox 

授権狡本金： Rs.I(){l,（)(}t} 

払込淀本金： Rs.100,000 

3, JAlPURlA GROUP. 
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(1) Swacleshi Collon Mills Co., Ltd. 

設立年： 1911

所在地： SwacleshiHouse, Civil Lines, Kanpur. 

代表取締役： MungturnmJaipuria 

授権肉本金： Rs.21,01)(），（）0() 

払込皮本金： Rs.21,000,000 

工楊：

(i) Swacleshi Cotton Mills Co., Ltd. 

カンプール

(ii) Swacleshi Cotton Mills Co., Ltd. 

(iii) 

アラハバード

Swacleshi Cotton Mills Co., Ltcl. 

ボンディシェリー

(iv) Uclaipur Cotton Mills 

(v) Swadeshi Cotton Mills 

ラージャスタン

マウナト・バハジャン

総紡錘数： 224,016

総織機数： 2,837

(2) 姉妹会社

(a) Ganesh Sugar Mills Ltd. 

設 立年： 1932

工場所在地：ゴラクプール・ディストリクト， u．p.
代表取締役： MungturamJaipuria 

授権斑本金： Rs.2,500,000 

払込貸本金： Rs.2,000,000 

1 r:（平均砂糠キビ圧搾依： 900トン

(b) Shree Anand Sugar Mills Ltd. 

股立年： 1943

工場所在地：バスティ・ディストリクト， U.P.

代表取締役： B.R. Jaipuria 

授権賓本金： Rs.2,500,000 

払込資本金： Rs.2,000,000 

1日平均砂糖キヒ｀圧搾歌： 650トン

(c) Samia Collieries Ltd. 

プルドワン，ウエスト・ベンガル

(cl) Jaipuria Knjora Collieries Ltcl. 

”’’ 

4. SIR j.P. SRIVASTAVA GROUP. 

(1) 綿紡織

(n) New Victorin Mills Co., Ltd. 

設 立年： 1920

所 在地：カンプール

代表取締役： J.I<. Srivastava 

経営代理会社： J.P.Srivastava & Sons (Private) 

Ltd. 

授権盗木金： Rl-.50,000,000 

払込ぽ木金．:Rs. (i,ll7,083 

紡錘 数： 72,436

織機数： 1,333

(b) Raza Textiles Ltd. 

設立 年： 1938

代表取締役： J.K. Srivastava 

経営代理会社： SirJ.P. Srivastava ancl Sons (Ram-

pur) Ltd. 

授権疫本金： Rs.9,000,000 

払込衰本金： Rs.7,75<),000 

紡錘数： 35,000

織機数： 600

(c) New Bhopal Textiles Ltcl. 

設 立 年 ： 1950

所在地：ボーパル，マディヤ・プラデシ

代表取締役： J.K. Srivastava 

経営代理会社： SirSrivas紐vaand Sons (Bhopal) 

Private Ltd. 

授権資本金： Rs.10,000,000 

払込西本金： Rs.5,400,150 

紡 錘 数 ： 19,9()4

織機数： 400 

(cl} Shree Saclul Textiles Ltd. 

設立 年： 1946

所在 地 ： ラ ー ジ ャ ス タ ン

代表取締役：．J.K. Srivastava 

経岱代理会社： SirJ.P. Srivastava nnrl Sons (Bik-

aner) Private Ltcl. 

授権究本金： Rs.10,000,000 

払込資本金： Rs.5,928,230 

紡錘数： 15,296

織機数： 380

(2) テント，染色

(a) Jwala Fabrics, Rampur. 

(h) Cawnpore Dyeing and Cloth Printing Co., Ltd. 

(3) 食品

(a) Gwalior Sugar Co., Ltd. 

波立年： 1940

所在地：ダプラ，マディア・プラデシ

IOI 
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代表取締役： J．K.Srivaskl¥’il 

経営代理会社： SirJ. P. Srivastava und Sons (Ma• 

dhya Bharat) Private Ltcl. 

授権疫木金： Rs.3,000,0rlO 

払込没本金： Rs.2,768,900 

1 I]平均砂朝圧搾欺： 850トン

(h) Gwalior Agriculture Co., Ltd. 

5. BEHARILAL RAMCHARAN GROUP. 

(1) 綿紡織

(n) Beharilal Ramcl~aran Cotton Mills Co., Ltd. 

設立年： 1910 

所在地：ボンベイ

代表取締役： GulnhchanrlJain 

授権究本金： Rs.8,000,000 

払込斑本金： Rs.8,000,000 

紡錘数： 52,7部

織機数： 1,021

(b) Lakshmiratan Cotton Mills Co., Ltd. 

設立年： ？ 
所在地：カンフ゜ール

代表取締役： RamRatan Gupta 

授権歿本金： Rs.15,000,000 

払込汽本金： Rs.3,500,000 

紡錘数： 58,0(,0

織機数： 1,006

(c) Aurangahacl Mills I.tel. 

設立年： 1的2

所在地：ボンベイ

代表取締役： Gula!)ChanclJain 

授権探本金： Rs.1,200,000 

払込貸本金： Rs.1,200,o.10 

紡錘数： 12,6'11

織機数： 271

(2) Lakshmiratan Engineering Works Ltd. 

設立年： 1946

所在地：ボンベイ

ィt?J<ll及絲f名t:Ram Ratan Gupta 

授権貸本金： Rs.10,000,C)00 

払込貸木金： R~. 3,278，勺3

工場：

(i) Bombay 

(ii) Faridahad 

IO2 

(iii) Kanpur 

（リスクーーのディーゼル・エンジン， コンクリート・

ミキサー，綿紡紹・織機などを製造している。）

(3) 扇風機

Engineering Works of Tnclia Ltcl., Calct11ta. 

(4) 塗料

Raghunath Enamels Ltd., Kanpur. 

(Ii) Clas.<; and Miniature Bulb lnclu5tries, Kanpur. 

TI British India Corporationの形成

人口94.8万人 (1961年人口濶査）を擁し，インドで第

7番目の大都市であるカンプールの，北部インドの工業

巾心地としての発殷の歴史は現在B.I. C. Groupを構

成する諸会社の設立とその後の発殷と切リ離すことがで

きない。工業都市としてのカンプールの歴史は，とリも

なおさず B.I. C. Groupの形成史であるといえよう。

カンプールはガンジス河の西岸に位骰し，アラハバー

ドから 120マイル， U.P.州の首都ラクノウから 42マイ

ルの距離にある。

ガンジス河畔の一寒村にすぎなかったカンプールは，

その河迎の便から，イギリス束印度会社によって交易の

中心地として選ばれ，さらに1773年のアウド王国と東f-/1

度会社との問の協定により設骰されたアウド地方軍の註

屯地として定められるに及んで急速に発展することにな

った。イギリス駐屯軍の食糧，衣服，皮革製品，その他

の装{iiiに対する器要が削大するにつれて，ィンドの他の

地城からも商人が来住して，補給請負業に従事するよう

になった。特にムガール王朝時代に，ガンジス河の舟遅

の中心地として栄えたミルザフ゜ール（現在カーペット織

業の中心地）， バンガシュ・ナワープのJ，宦城のあった7

ァルッカベードから移住する者が多く， J. K. Groupの

祖先もこの頃ミルザプールからカンプールにその業務を

移したといわれている。

またカンプール・ディストリクトは， ヒンドゥ社会に

おいてもっとも鎌われる皮革業を職業とするカースト，

チャマールの比l咬的多いところだが，罪靴，鞍，その他

の皮革製品に対する盆要が刑大するにつれて，近在の村

々からカンフ゜ールに多数の人が移住するようになった。

これが後にカンフ゜ールがインド皮革業の中心地として硲

展する条件の一つをなしたといわれる。

1857年のセボイの反乱に際しては，駐屯していたイギ

リス軍人，その家族および民間人など合わせて 750人余

がほとんど皆殺しに会うという惨事が生じ，すでに罪立
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していたイギリス人の商餡もすべて破複されたが，その

後の復典発）展には I~ ざましいものがあった。

まず，軍靴，鞍などの皮革製品に対する軍の術要を祓j

たすために，反乱によって生じたインド人甜＇ i久業者との

商取引の混乱から，一時やむなくイギリス本国から輸入

していた『H,mな方法を廃して， 1860年にイギリス軍の一

将校によって，マドラス皮なめし方法の琳入が試みられ，

さらに馬具試作所が開かれることになった。それが十分

な成功をおさめたので， 1863年にエ掲が述設されて，皮

なめし業者を 1カ所にあつめて，イギリス人の監倍の下

に仕事をさせることになった。 1867年にそれはさらに拡

張されて，政府馬具・鞍工場(GovernmentHarness and 

Sadllery Factory)とな D, 1907年にはすでに労拗者

2200-2800人を堀用し，インド駐在の全イギリス軍の馬

具，鞍その他に対する術要に応ずるようになった。

1880年に牒産物取引を業務として， W. E. Cooper, 

George Allenその他に設立された Cooper, Allen and 

Companyは，このような軍盆に湘目して， 1883年に政

府工場で採用されている皮なめし，製造方法にしたがう

ことを条件として，政府から多額の長期借入金を受け，

畢に対して補給契約を結んで軍靴の製造を開始したが，

l廊調に発｝Jtして20枇紀はじめには全イギリス軍の盆要を

滋iたすようになった。

さらに1897年には EdwardFoyおよびT.T. Bondに

よって North-WestTannery Co., Ltd.が設立されて，

馬具，カバン， トランク，民術用靴の製造がはじめられ

たが，それは Cooper,Allen and Co.との競争に破れ

て1904年にその経営代理権の下にはいることになった。

ついで綿紡織業に移ってみると，皮革製品の楊合と同

じように，軍服の甜婆に応ずるために，当時開通した東

インド鉄道のカンプール駅・長 Buist が中心i•こなって，そ
の調迷に当たるカンプール綿委員会 (CawnporeCotton 

Committee)が組織された。 それにはイギリス人のみな

らず，ィンド人商人も参加していたが，中でも早くから

カンプールで｝品産物の交易を営んでいたBegg,Maxwell 

and Co.の一員であった HughMaxwellがイニシアテ

イプをとって， 196]年に ElginCotton Spinning and 

Weaving Co., Ltd.が設立され， 1864年から運転を開始

した。しかしこれは1871年に整理の余骰ない事態に立ち

至り，財産および営業権が競売に付され，• Begg, Max-

well ancl Co.および A.S. B. Chapmanが買い取って，

1872年に再1)!·•l した。この I油!gin Millsは， カンプ ール綿

業の犀体と呼ぶことができる。すなわち Maxwel)の親

類に当たる GavincJonesは， はじめ Elgin Mills Co. 

に取締役として加わっていたが， 1874年に自立してMuir

Mills Co．を創設した。 かれはまた， Condonおよび

Pctmanとともに， 1876~78年に Cuwn1)0reWoollen 

Millsを設立し，これは1882年に会社として登録された。

Elgin Millsに勤めていた JohnHarwoodもまたそこを

離れて， 1882年に CawnporeCotton Millsを創始した。

さらにもう 1人， Elgin Millsによってマンチェスター

から招へいされた織工長 AthertonWestは， J.K. Or-

ganisationの始組に当たる RamnathBaijnathの金融援

助を受けて， 1886年に VictoriaMillsを創股した。下っ

て1911年には，長年 CawnporeCotton Millsの取締役

をしていた A.F. Horsmanが SwaclcshiCotton Mills 

をはじめた。

以上のように，カンプールにおける初期の工業化は主

としてイギリス人によって，インド駐在のイギリスii.，'.(/）

畢術に応ずることを目的として進められ，この段階では

インド人は金磁業，販売代理業，輸出入取引業などに携

わっていたにすぎなかった。工業のi(iiでは，せいぜい綿

加工工程であって，従来の枠をWることは少なかった。た

とえば， J.K. Organisationの母体となる BaijnathRam-

nulhは， i睾物の卸売， 農民相手の金融業のほかに

Cuwnpore Cotton Millsの販売代理業， Victoria Mills 

および ElginMills ~委託販売店であり，それに加えて

綿釉リ工場3'梢粉工場2を経営していたにすぎなかっ

た。イギリス人によって創始された，ほとんどすべての

綿紡織エ楊が採用した，総販光代理店制庶 (SoleSaling 

Agency System)が，インド人商人の手中に没本を恕梢

する一要因であった。言語，生祈習恨の相迎から，イギ

リス人企業家は，その製品の規格，販路の確保に当たっ

てはインド人荊人にたよらざるをえず，それが逆にイン

ド人商人のうちの進取的な者に，産業斑本に転化するに

必要な経験を与えたのであった。これについては，次節

でもう一度言及することにして，イギリス人に創始され

た諸企業の集巾の過程をみると， 20枇紀にはいってから

経悩代理会社として有名になる Begg,Sutherland ancl 

Co.は， ElginMills創設の中心になったBegg,Maxwell 

and Co.の後維者であった。後者はまたその起源を主と

してインディゴを扱うために 1842年に設立された John

Kirk Co.にもつ。後年その名称は Bathgate,Campbell 

and Co.に改められ， 1856年にはさらに Begg,Christie 

and Co.になった。 1857年のセポイの反乱に際しては，

Begg, Christie両者がともに命を失い， 1860年はじめに
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Begg, Maxwell ancl Co．としてその業務が再lllされた。

1872年にそれは Begg,Sutherland and Co.となり， 1884

年までは主としてインディゴ，タバコおよびその他の股

脱物の取引に従事していたが，化学染料の発明とともに

インディゴに対するfl,1要が激減しにので，他の分野のI}r•l

拓を目ざして， 189'1年に Caw111)0reSugar Works Ltd. 

を設立して，インドで最初の砂粧梢眼を開始した。つい

でヒツヽ ールに MarhowrahSugar Factory, Cbamparan 

Sugar Company, ~yam Sugar Company, Samastipur 

Central Sugar C-0mpany, さらに U.P. においては Bal•

rampur Sugar Factoryを設立して， その経営に当たっ

ていた。 1912年には Maxwell家によって経’1営されてい

た ElginMillsの経営代理権を獲得することになった。

1922年には合名会社から株式非公l}I]会社 (PrivateLim-

itecl Company)に改組され，すでに確立された1t}浪’i業の

ほかに， CawnporeElectric Supply Corporation Ltd., 

Cawnpore Textil邸 Ltd., Brushware Ltd., Cawnpore 

Gas Co., Ltd.を波立し，さらに PurtabpurSugar Co. 

および ElectricSupply and Traction_ Co.(/）経営代理

権をも兼ねていた。

他方， Cawnpore¥Voollen Mills Co., Ltd., Cooper, 

Allen and Co., Ltd., New Egerton Woollen Mills Co., 

Ltd., Cawnpore Cotton Mills Co., Ltd., Empire En-

付表 British J ndia Corporationによる Begg,Sutj1er• 
land and Co.合併直前の両会社の支配会社

•o· • 

A British India Corporation 

1. Cawnpore Woollen Mills. 

2. New Egerton Woollen Mills. 

3. Cawnporc Cotton Mills. 

4. North-Wesl Tannery Co. 

5. Cooper Allen & Co. 

6. G. McKenzie & Co. 

7. Smitl1 Stanistrcet & Co. 

8. Peninsular Motor Corporation. 

9. Obeettee Ltd. 
..．- -・ •.... .• o... ョ

B Begg, Sutherland & Co. 

L Elgin Mills Ltd. 

2. Cawnpore Textiles Mills Ltd. 

3. Cawnpore Sugar Vi'orks Ltd. 

4. Champaran Sugar Works Ltd. 

5. Prutabpore Co., Ltd. 

6. Sitmastipur Central Sugar Co., Ltd. 

7. Balrampur Sugar Co., Ltd. 

8. Ryam Sugar Co.,•Ltel. 
9. Brushware Ltd. 

10. Saran Engineering Co., Ltd. 
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gincering Co., Ltd.などでは，有能なイギリス人経滋者が

インドにおいて容易に得られないと V‘ うlltt，1fもあって，

取締役の兼職株の持ち合いを通じて， 20•1世紀はじめに

すでにグループとして経営されるようになっていたが，

l920年に AlcxundcrMacRobcrt(IJイニシアテイヴの下

に BritishIndia Corporalionが設立されて， 以上列氾

した甜会社がすべてその支配下に吸収されることになっ

た。

1930年代後半から，枇界の経済梢勢，政治動I｛りの影憐

の下に，インド国内における独立運動が力を得てくるに

つれて，その将来に不安を感じた多くのイギリス人が，会

社をインド人狡本家に売り渡して本固に引き揚げる例が

多くなってきたが，恥g~, Sutherlandもその例にもれず，

第2次大戦直後の 1946年に BritishIndia Corporation 

にその経営代理権を委ねることになった。この結果，

Robert Mcnzeesの下に B.I. C. Groupは以下の諸会

社を経営・支配することになった。 （付表）

IJI インド人ビジネス・グループの形成

(1) Juggilal Kamlapat Organisation 

Singhania家はもともとはジャイプール藩王国のシン

ガン村出身のマールワーリー・アガルワール（ヴァイシ

ャのサプ・カースト）で，すでに前節で融れたように，

恥くからミル・ザプールにおいて金融業，商業を＇磁んでい

た。 191む紀中業カンプールがミルザフ゜ールをしのいで，

交易の中心地として発殷するきざしをみせると，そこに

移りきて，従来の業務のほかに，イギリス人瓶業家と関

係をもって， しだいにその業務内容を拡大していった。

当時は BaijnathRamnathの名称で，現在の当主 Paclam・

pat Singhaniaの付祖父に当たる LalaBardeodasが巾

心になって， CawnporeCotton Mills, Victoria Mills, 

Elgin Millsの販売代理店であり， それに加えて綿打ち

工場などを経喘していた。

1905年に兄弟の間で財産の分割が行なわれて， Baijna・

th Juggilalと BalcleodasKeclernathの二つの店が開か

れた。 BalcleoclasKedernathの当主であった LalaMool・ 

chandは， Cawnporc Cotton Millsに対する Baijnath

Ramnathの貸付をパックに，一時その経営代理権を拳握

したが， Alexander MacRobertの尽力によってイギリ

ス人の手中に取りもどされて以来，それほど大きい事業

に関係しなかった。その子孫は，今でもカンプールで雁

棠・金融業を営んでいるといわれる"

これに反して，13aijnathJ uggilalの経営者LalaJ uggilal 
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は，進取の気性に'Ii¥°んだ商人であり，滸尖にその事業を

拡大していった。 JuggilalはCawnporeCollon Millsぉ

よび VictoriaMillsの販売代理権を得，さらにイギリス

からの綿布輸入に携わった。また綿繰リエ楊をも経営し

ていた。

1918年にふたたび家族の財産分割が生じ， JugMila)の

•長男 Kamlapat が Singhania 家の事業のうち工業を相

続することになった。すでにイギリス人経営の綿工拗の

販売代理業から得ていた経験と，当時の国産愛用迎動に

助けられて，かれは1921年に JuggilalKam!apat Cotton 

Spinning and Weaving Co.を設立した。・さらにイギリ

ス統治の下における都市中産階級の勃典を背兼に，食品

力II工の分野に進出して， 1921年に KamlaIce Factory, 

19汲年に．T.K. Oil Mills, 1929年に J.I<. Hosiery, 1931 

年に J.K. Jute Mills, 1932年に MotilalPa<lampat Sugar 

Mills, 1933年に J.K. Cotton Manufactures, 1934年には

カルカックに出て J.K. Hosieryをそれぞれ設立した。

さらに1936年には，ムスリム教徒の財涯家の金柑！的援ll)J

の下に J.K. J ron and Steel Co.が設立された。（現在

中央取締役会に名を連ねている唯一のシンガニア一族以

外の者である S.M. Bashirは，その子息である。）のち

に J.I<. Groupから独立して， Beharilal Ramcharan 

Group形成の推進者となる RamRatan Guptaは，こ

の頃， Kamlapatの第 3男 Lakshmipatとともに折半ilI

資の形で LakshmiratanCotton Millsを設立した。9

このようにイギリス統治の下において，イギリス人に

よって創始された企棠の多いカンプールにおいて，いわ

ばイギリス淡本とインド人ii1費者との間隙を埋めるよう

な分野を確保することによって成屈してきた J.K. Or-

ganisalionが，一蹄！インドでも指折リのビジネス・グルー

プとなる契機となったのは，他の多くのインド肉本家の

場合と同じく，第 2次世界大戦中にイギリス軍へのh1i給

によって紫積した斑本と，戦後のインドの国内梢剪の不

安定であった。多くのイギリス人がインドにある財産を

賂理して本国へ引き揚げたのであるが，それから買い取

った会社がいまだに .T.K. Organisationの直要な部分を

占めている。

綿紡織の分野では， NewKaiser-i-Himl Spinning ancl 

Weaving Co．は 1901年に設立された古い会社であった

が， 1945年に．J.K. Groupによって買い取られ，毛紡織

の RaymondWoollen Millsもまた， 1920年にパーシー

(/）沢本家 Wadiaによって設立され， 1925年にイギリス

系経営代理会社 E.D. Sasoon & Co. Ltd.の支配下には

いっていたが， 1944年に J.I<. Groupの手に渡った。さ

らに現在の J.I<. Chemicals Co.の母体となったのは，

1913年にイギリスに設立され，ポンベイにエ楊を1mいた

Eastern Chcmi叫 sCo.であって， liilじく 1944年に J.K. 

によって買い取られた。これらのほかに．T.K. Business 

Machines Ltd., Hoyle's Paint:; Ltd., NaLional Insurance 

Co.もそのような例であり，蚊近では，カンプールのビ

ジネス・グループ間の抗争として衆日を集めた Muir

Millsの例がある。

すでに前節で触れておいたように， MuirMillsは1874

年に GavineJones, J. H. Condonなどによって設立さ

れたものであったが， 1946年， 当時の代表取締役 ’r.l. 

Smithとその友人にちは，ィンドの将来に対する不安か

ら，かれらの所有していた MuirMillsの株をネパール

の財瓶家 Madan Shumshere Jung Bahaclur Rana, 

Mahabir Shum:;hcrc Jung Bahadur Ranaおよびカルカ

ックの I-I.P. Dhanukaに売り渡した。この株をもって．

かれらは会社の規約を変更し，かれらの設立した株式非

公l}fl会社 IndianTextiles Syndicate Lt<l.およびCott?n

Textile Corporation Ltd.をそれぞれ MuirMillsの経

営代理会社，販売総代理店とした。しかし，かれらの経

営は、うまくいかず，毀金繰りのために Hongkong& 

Sha~gbai Banking Corporationに担保に入れられてい

たかれらの株が， 195(9年に競ぅもに付されることになり，

カンプールからは Bag¥a一族の HariShankar Bagla, 

Singhania家からは Kamlapalの三男 Lak:;lunipatが参

加し，株は結）.~j Singhania家が獲得したが， Bagla家は

Rana一族から IndianTextile Syndicate Ltd.を買い取

リ， Muir Millsの経岱代理権を手中に収めた。これ以

来，両者の間に，アラハバード裔等裁判所にまで持ち込

まれるような訴訟事件が生じ，結）、,jl957年に当時の U,P.

州政府首相 Sampurnammclの仲介で， 6カ月の期限を

もって J.K. Commercial Corporation Ltd.に経常代理

権を委ねることに裁定された。のちにこの期限は無期限

に延長されて，カンプールでもっとも歴史の古い綿紡織

工場の一つが J.I<. Organisationの支配―ドにはいること

になった。

1で一括して示しておいたように，現在J.K. Organi・

sationを栴成する諸会t・上がきわめて多様な分野にわたっ

ているのは，一つには上のようにして株を買い占めるこ

とによって，既存の会社を合併したことによる。また他

の理1J」は，』951年の廊業（l開発・規制）法の施行以来，

民間の会社設立が，中央政府による認可制となったため

l05 
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に，特定の一分野に大きく進出することがむずかしくな

り，中央政府の計画の枠内で，利益の見込みが大きく，

かつ認可の得られそうな分野に機会をのがさずに進出し

ているためである。

最後に，現在の中央取締役会メンバーについて，その

家族閑係をみてみると， Kamlapalの長男 SirPaclampal 

が会長で，次男 Kailashpatが J.K. (Bombay) Private 

Ltd.の代表取締役として西部インドの事業を統轄し，：：：：：

男 Lakshmipatが J.K. Industries (Private) Ltc]．の代表

取締役としてカルカッタ，東部インドの地城を分担して

いる。 GopalKrishna, Gaur Hari, Govind I-lariはそれ

ぞれ Paclampatの長男，次男， 四男である。 Vijaypat,

Shripatおよび Ajaypatは Kailash patの子息であり，

Bari Shankar, Bharat Hariは Lakshmipatの子息であ

る。 J.K. Commercial Coq)0ration Ltd．の代表取締役で

ある Parshottam<lasおよび Sohan]alは，血のつながり

はないがlril郷， 1対カーストの出身である。またHenrnnpat

は Kam]apatの弟の子息で， Paclampatとは従兄弟の1共l

係にある。

このように J.K. Organisationは， ｛ihI々 の会社につい

てみれば家族以外の者をも取締役として多く任用してい

るにもかかわらず，全体として家族事業といった性格が

きわめて強い。このことは，支配下の会社の株式を，平

均で75％も所有しているという事実にも現われている。

(2) Sir J.P. Srivastava Group 

多くのインド人ビジネス・グループが，ゥ万”イシャ・

カーストに属して古くから金滋業，卸売業に携わってい

た中で， J.P.Srivastava Groupはやや特異な存在であ

る。創始者 Jwa)aPrasad Srivastavaはカーストでいえ

ばカヤスタ（杏記）に属し， U.P.康部のバスティ・デ

ィストリクトの地主の家族の出である。イギリスに留学

して，マンチェスター・スクールにおいて綿紡織技術を

習得して婦国して以来，カンプールのイギリス人毀本家

と親しくなり，その助力の下に今日の地位を築くに至っ

た。

最初はカンプールにある GovernmentTextile School 

に染色教師として奉職し，のちにその校長となリ，さら

に U.P.州政府の工業化学官に任命されて，工業行政に

携わることになったが，それに洲足できず，アーメダパ

ードの一没本家 AmbalalSarnbhaiの招きで，かれの設

立した WesternIndia Prospecting Syndicateに加わ

ったが， うまくいかず，ふたたびカンプールに帰ってき

lo6 

た。カンプールにおいては，イギリス人演本家との親交

もあって，まずU.l)・政府経営の Turpentineand Rosin 

Factoryおよび BohiJinFactoryを長期貿貸借契約にも

とづいて経営することに成功した。ついで第 1次枇界大

戦後の不況で破産に頻し， 1920年にNewVictoria Milli; 

を設立した人々によって買い取られた VictoriaMillsの

再建を C.T.Allenとともに委ねられたが，のちにAllen

が全権を Srivastavaに引き渡し， これが Srivastava

Group形成の契機となった。

1938年には， U.P.西部にある小さな浙王困ランプー

ルのムスリム王の金融援助の下に RazaTextile Ltd.を

設立し，カンプールでは CawnporeDyeing and Cloth 

Printing Co.を開いた。

1946 年，国民会謡派J・！•|政府の成立により Turpentine

and Rosin Factoryおよび BobbinFactoryは政府に返

遠されたが，新たに ShreeSaclul Textiles Ltd., New 

Bhopal Textiles Ltd.を加えている。

J.P. Srivastavaの2人の子息 J.K. Srivastava, I―I. K. 

Srivastavaは， KarnmchandThaparおよび1|：iムスリム

溜王と姻戚I関係にあり， 最近経営困難に陥った New

Victoria Millsは KarnmchandThapar Groupの扱助

の下に再建が試みられている。

(:~) Bcharilal Ramcharan Group 

B. R. Groupの形成者 RamRatan Guptaは，カンプ

ールの綿布商人の子息で，早くからl国民会議派の政治述

動に関係していたが， 1930年代後半に KamlapatSin-

ghaniaの勧誘もあって J.K. Groupに参加し，すでに

酋及しておいたように LakshmiralanCotton Millsの削

設に関係し，さらに1937年にヒツヽールの金融業者たちに

よって設立され，・ 1941年に J.K. Groupによって買い）収

られた AluminiumCorporation of India Ltd．の再建を

委ねられたが， Padampatと意見が合わず， 1943年に

Lakshmiratan Cotton Millsの経営権をもってJ.K.Group 

から独立することになった。

事業拡大の機会を待っていた Guptaにとっても， イ

ギリス資本の本国引き揚げが好機をもたらした。まず

1944年には， E.D. Sasoon and Co.の支配してし‘た会社

の一つ MeyerMillsを買い取り， 1946年には，インド

で2番目に大きいといわれていた保険会社 EmpireLife 

Insurance Co.の株を買い取った。また同年，綿紡織機

の国産を目的に LakshmiRatan Engineering Workg 

Ltd.を設立した。
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しかし1950年に，保隙会社の毀金迎用に種々の制限が

あることから， EmpireLife Insurance Ltcl.の株を手

離し，現在は機械製作のほうにその主力を移している。

会談派の有力者との関係が深く， LakshmiRatan En-

gineering Works Ltd.には U.P．州政府から500万ルヒ°

ーの長期貸付金を確保することに成功している。

~I 本との合弁にも熱心で，久保田鉄工との提携による

エンジン，既田自動織機との提挑による綿紡紐機の製作

をはじめている。

(4) Juipuria Group 

ジャイプーリア家は，シンガニア家と 1柑jじくジャイプ

ール出身のマールワーリーで， 191止紀中頃から綿布の取

引に挑わるようになり，ボンベイ，カルカッタで手広く

耶業を営んでいた。

1932年に砂糖工業に対して， I共l税保護政策が取られる

と，機会をのがさず U.P.東部のゴラクフ゜ール・ディス

トリクトに GaneshSugar Factoryを設立し，さらにバ

スティ・ディストリクトにShreeAnand Sugar factory 

を開いた。ついで， 1938年にはカルカックに人甜lエ楊，

1940年にアーメダバードに綿紡織工場を，また1942~45

年の間に 1::ツヽールに炭鉱を開くようになった。

しかし今日の地位を確立する契機となったのは， B.R. 

Group(/)J,t}合と同じく既存会社の買い取りであった。

1946年に Horsmanによって設立された Swadeshi

Collon Millsを Bagla家と糾んで獲得して以来， その

主力を綿業に移し， 1952年にはアラハパードに， 1956年

にはポンディシェリーに， 1962年にはウグイプールにそ

れぞれ綿紡織T．楊を開いた。他のグループの綿紡織工場

が，イギリス人が祁入して以来あまり取り換えることな

く古い機械を｛史用しているのに対し，スワデシ系のエ楊

は新波紺iをもって生産性を上げているのが，特に目立つ。

現在第 2代目に当たる SethMungluram Jaipuriaが

会長で， 2人の子息、 Sitaram,Rajarnmが事業の拡大を

推進している。

支配会社の株式の75％をジャイプーリア家が保有して

いるといわれる。

(5) British India Corporationのインド化

1946年に Begg,Sutherlandを合併して，当時として

は北部インド最大のピジネス・グループとなったB.LC. 

に， 1954年以降いくたの事件が生ずることになった，

]3．I. C.の創始行 AlexanderMacRobertの未亡人は，

同家のf呆有している B.LC.抹をイギリス本国におき，

Alexander MacRobert Memorial Trustに預託してそ

の利益を慈利i,事業に窃付していたが，インドの税ililJ変更

によってその利益に対する免悦措闘が廃．II:されたので，

Trustを解散することに決定して， その保有株を 1-Iari-

das Mundhraに売り渡した。 I―IaridasMundhrnはカル

カックの毀本家で， すでに Jessop& Co., Ltd.の株買

い占めなどにより急速にその災力をhサ大させていたが，

どちらかといえば投機師で，株を買い占めた会社の準餅i

金をもって他の会社の株を買い取るといった方法で，そ

の支配会社数を増していた。 B.l. C.の経営権を獲得して

以来，同様にして準tiii金を1射肖して，その支配下の諸会社

の迎転毀金に困り，政界とのコネを利して中央政府企業

である LifeInsurance Corporation of Indiaに B.I. C. 

の株を買い取ってもらうという事件が生じ，それが市楊

和楊よリ拍jい値であったというので，中央蹄会で問題に

され，いわゆるムンドラ事件として衆目を集めた。

ムンドラが B.I. C.の代表取締役をしている間に，多

くの不健全な経営があり， BalrampurSugar Co., ?ama• 

slipur Central Sugar Co., Slanistreel Co.がB.I. C.の

手を離れることになった。

1958年に LifeInsurance Corporation of Indiaおよ

び StateBank of Indiaが，アラハバードi°I沿等裁判所に

ムンドラの不正を告訴し， B.I. C.の経営；権は裔等裁判

所の任命する経営委且会に委ねられた。このlifl，ムンド

ラの保有株がカルカッタのジュート菜毀本家 Bajoria家

に渡り， 1962年 B.l. C.株の36％を買い占めた Bajoriaが

経営をii,．．．常にもどすことを計1求し，祁等裁判所の仲裁に

よリ，もう 1人の大株主25％保有のインド政府， 16％保

有のLifeInsurance Corporation of Indiaの両者の合邸

するような取締会メンバーを選ぶことになった。この結

呆，前商I.次官 SalishChandraが代表取締役に， B.P.

Bajoriaが専務取締役となって， 数年にわたった混乱が

拾収された。

こうして BritishIndia Corporationは現在ではきわ

めて政府企業的性格をつよくしている。

む す び

以上，カンプールにおけるビジネス・グループの形成

のきわめておおざっぱな叙述から，つぎのような結論が

出せると思う。

第］に，かれらが飛蹄的に大きくなる機会を提供した

のは，イギリス森本の本国引き楊げであったこと。した
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がってこの点では J.K. Organisationのような大沢木と

他の中衷本との間に利出：の一致があること。

第2に， 1951年庇業（開発・規制）法の施行以来，す

べての工場拡張，新設が認可制になったために，各ビジ

ネス・グループのll¥jにおけるその努力拡張の争いが激し

くなリ，この点では J.K. Organisationのような大没本

とこれから伸びようとする中小府本との間に禾ll'出位の対立

があリ，今後も MuirMillsをめぐる Singhaniu家と

Bagla家の抗争，ムンドラ・事件のようなl閲題が生ずる可

能性の残っていること，さらに認可をめぐる汚職の可能

性がきわめて大きいことが指摘されよう。

この後者が，ィンドの困内政治動lfi)を左右する一つの

大きな要因となろう。
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